
 横浜市立 瀬谷さくら小学校 

    学校運営協議会だより 
平成26年11月28日 

平成26年度・第2号 

共に学び、共に創る地域の学校『瀬谷さくら小学校』 

～みんなの力で守り育てよう、瀬谷さくら小学校・さくらの子～ 

 皆様 おはようございます。瀬谷さくら小学

校学校運営協議会委員の皆様を代表して、協議

会の活動や運営に対する考え方をご報告致しま

す。 

 本日、皆様には大変ご多忙の中、ご出席いた

だきました事に厚く御礼申し上げます。日頃、

皆様には運営協議会の活動の趣旨をご理解いた

だき、ご熱心に児童の皆さんのために、また、

学校や地域の発展のためにご努力いただいてお

ります事に、心から感謝申し上げます。 

 活動報告を申し上げる前に、少しだけ児童の

皆さんの様子についてふれさせていただきま

す。10月25日に開催された第5回運動会のテー

マが『あきらめず、仲間を信じて、いざ勝負』

とありました。すばらしいと思いました。 

 赤白応援合戦も、運動会の歌も大変元気良

く、そして、みんなが一丸となって行っておら

れる姿に感動致しました。当日は、素晴らしい

お天気でしたが、その前は天候不順で合同練習

もあまり出来なかったと思われ

ますが、そんな事をみじんも感

じさせないような立派なもので

し た。多 く の 保 護 者 や 地 域 の

方々が参加され、児童の皆さん

に大きな声援を送っておられました。大変嬉し

い事でございます。 

  11月1日、瀬谷第二地区の文化祭に児童の皆さ

んが出演され、数曲合唱していただきました。

先ほど皆さんで歌っていただきました校歌「大

きな翼」を歌ってくださいました。大変難しい

校歌だと思いますけれども、上手に歌われ、さ

らに、学校発足の経過なども、参加された皆さ

んにわかりやすくお話ししてくださいました。

瀬谷さくら小学校の児童の皆さんが、校長先生

はじめ先生方のご努力と、そして、多くの皆様

の見守りとご指導により立派にすくすくと成長

されていると強く感じました。 

 今年度も、学校運営協議会の設立のテーマを

念頭におき委員の皆様や各部会に所属いただい

ております多くの方々と共に活動しておりま

す。詳細は、この後で報告していただきます各

部会報告をお聞き願いたいと存じます。 

 日頃の、皆様の温かいご理解とご支援、ご協

力に心より感謝申しあげます。また、青パト運

行の財源確保の為のアルミ缶回収事業に、とて

も多くの地域の皆様や保護者の方々から、温か

いご支援をいただいておりますことに深く感謝

申し上げます。 

  今年度の学校運営協議会の活動について 
                    学校運営協議会会長 網代 宗四郎 

 11月15日、瀬谷さくら小学校学校運営協議会の研修会である『さくらの会』が開催され、各部会や

さくらプロジェクトの子どもたち、子どもたちの教育支援に携わっているサークルの代表が、それぞれ

の活動内容を発表し、質疑を行いました。本号ではそれを一括して掲載いたします。 
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 皆さん、こんにちは。瀬谷さくら小学校校長の

武藤です。 

 本校は、平成22年４月１日に下瀬谷小学校、

日向山小学校の再編統合により、瀬谷さくら小学

校として開校し、今年度、５年目を迎えておりま

す。 

 瀬谷さくら小学校は、地域の教育力を生かした

学校づくりを進める学校運営協議会が設置され、

学校運営協議会のテーマ『共に学び、共に創る、

地域の学校、瀬谷さくら小学校～みんなの力で守

り育てよう 瀬谷さくら小学校・さくらの子～』

のもと、地域に開かれた学校、地域と共に歩む学

校づくりをすすめて参りました。学校運営協議会

を中心に、学援隊、教育支援、地域連携、はまっ

こ、児童を災害から守る、広報・学校評価など各

部会の皆様、保護者の皆様のお力添えをいただ

き、子どもたちに丁寧な指導ができるようになり

ました。学援隊の皆様の見守りにより、子どもた

ちが安全に登下校できます。また、さくらの子応

援隊や地域の皆様、保護者の皆様など多くの方の

ご支援により教育活動の充実を図ることができて

います。 

 このように、地域や保護者の皆様のご支援によ

り充実した教育活動を進めている本校の教育目標

は、「自分大すき 友だち大すき このまち大す

き さくらの子」です。子どもたち一人一人が自

分に自信をもち、自然や人と豊かに関わりなが

ら、まちの一員としての役割を果たし生き方を切

り開いてほしいという願いが込められていると思

います。この目標に向かい５つの具体目標を掲げ

教育活動に取り組んでいます。 

 「知」では、基礎・基本を身に付け、課題解決

に向けて粘り強く取り組む姿勢を育てることで

す。算数サポートや算数補充学習、漢字検定・計

算検定など個に応じた支援への取組や具体操作や

体験的な学習による実感的学びを大切にしていま

す。また、家庭学習への取り組みも進めていま

す。 

 「徳」では、規範意識を育て、善悪の判断がで

きる子、自分を大切にし、他を思いやれる子の育

成に取り組んでいます。毎朝、学援隊の方々と交

わすあいさつ、全校で取り組む「ふわふわ言葉」

の実践、いのちの学習、赤ちゃんふれあい体験な

ど、人と触れ合うことや自分自身の心に問いかけ

る機会を多くもち、みんなが気持

ちよく生活できるために大切なこ

とを学んでいます。 

 「体」では、望ましい生活習慣

を身につけ、進んで健康づくりに

取り組む子どもの育成です。いきいきキッズタイ

ムや縄跳び集会、特別陸上クラブや球技大会など

の朝練など教職員も参加し、個々の子どもが、自

分の健康に関心をもち、体力向上に主体的に取り

組めるようにしています。   

 「公」は、地域の方との触れ合いを通して、地

域を愛する子どもの育成です。本校は、大勢の地

域の方が様々な活動にボランティアとして参加し

ていただいています。地域の皆さんと触れ合うこ

とを通して活動の充実だけでなく、人柄に触れ生

き方を学ぶことができます。本当に大切な学びだ

と思います。 

 「開」は、様々な人とのコミュニケーションを

通して、今日的な課題に対応できる力の育成で

す。本校では、図書室が学習センターとして活用

されるように学校図書館司書による計画的な運営

や図書ボランティアによる図書館の整備、読み聞

かせなどを行っていただいています。保育園や幼

稚園との交流も人とのかかわりを広げてくれま

す。また、今年度は、携帯やネットマナーについ

ての指導もＰＴＡ役員の皆様のご協力により実施

することができました。さらに、教育活動や地域

行事等で子どもたちが表現する機会を多くもつこ

とができました。 

 このように、学校の教育活動をすすめられまし

たのも地域の皆様、保護者の皆様のご理解とご支

援の賜物であり、心より感謝申し上げます。 

 私たち職員も日々児童理解や授業改善に向けて

研修を重ねております。 

 今後とも皆様のご支援をいただき、地域と共に

歩む学校づくりに努めてまいりますので、よろし

くお願いいたします。本日はありがとうございま

した。 

 

     今年度の学校運営方針について 
                   瀬谷さくら小学校校長 武藤 牧子 
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私たち瀬谷さくら小学校運営委員会「さくらプ

ロジェクト」では、学校を明るく楽しいところに

したい、そういう思いから、ふわふわ言葉をたく

さん使って、みんなの仲がさらによくなり、笑顔

あふれる子がいっぱいになることが大切だと思い

ました。そこで、児童会のスローガンを『ふわふ

わ言葉で、みんな仲良し、笑顔あふれるさくらの

子』にしました。そして、そのスローガンを達成

するためには、自分たちが積極的にふわふわ言葉

をかけあったり、思いやりのある行動をしたりす

ることが大切だと考えました。 

そのための活動として、前期にはあいさつ運動

を行いました。月曜日と木曜日に、門の前で横断

幕をもち、学校へ来る人に、「おはようございま

す」と元気に声をかける運動です。これがその横

断幕です。 

また、あいさつを学校中に広げようと、あいさ

つ隊長という取り組みをしました。あいさつ隊長

とは、みんなのお手本となるような、あいさつが

できるクラスの代表者のことです。1年生から6

年生までの各クラスから指名され、横断幕を持っ

てみんなに元気にあいさつをしていました。さら

に、門の前だけでなく、校舎内にもあいさつが広

がるように、さくらプロジェクトのメンバーが分

担して、昇降口から4階までの各階に立ち、あい

さつをしました。 

私はあいさつ運動を行ってきて、前よりも大き

な声であいさつする人が増えたと感じています。

また、自分から挨拶する人も増えました。しか

し、気持ちの良い挨拶ができている人は、今も、

低学年の人が多いようです。学年が上がるにつれ

て、上手な挨拶ができる人は少なくなっているよ

うな気がします。あいさつ運動は、「全校のみん

なが気持ちのよいあいさつができるようにする」

というのがめあてなので、学年を問わず誰でも気

持ちの良い挨拶ができるといいなと思います。ま

た、あいさつ運動がなくても、自然にあいさつが

できる学校を目指していきたいと思います。 

スローガンを達成するためのもう一つの活動

は、『ふわふわ言葉でいじめゼロ』作戦です。こ

れは、健康元気委員会が中心となって進めている

運動です。瀬谷さくら小学校では、ふわふわ言葉

が分かるように、標語やポスターが廊下や階段に

沢山掲示してあります。これは、いつでもふわふ

わ言葉を意識して、たくさん使っていけるように

するためです。また、ふわふわ言葉が更に増える

ように、ありがとうカードの取り組みを全校で

行っています。ありがとうカードとは、普段の生

活の中で感じている、友達への感謝の言葉を伝え

るカードのことです。このありがとうカードの活

動をすると、とても心が温まり、友だちにもっと

優しくしようとか、友だちにもっと感謝しようと

いう気持ちになります。このカードは命のファイ

ルに入れて卒業まで保存しています。 

このほかにも、ふわふわ言葉を増やすために、

各クラスで活動を考えて実行しています。たとえ

ば、ふわふわ言葉を言った人も、言われた人も、

ポイントがもらえる、ふわふわ言葉のポイント

カードや、クラスから出たふわふわ言葉を掲示し

ていくふわふわの木 などです。 

このように一人一人がスローガンを心がけ、あ

いさつやふわふわ言葉を大切にした活動を行って

いけば、楽しい学校になり、みんなが明るくなる

と思います。一人一人が相手の気持ちを考え、ひ

とにやさしくすれば、笑顔が増え、今よりももっ

といい学校になるでしょう。明るい学校を作るこ

とは、明るい地域を作り、明るい社会を作りま

す。 

私たち瀬谷さくら小学校は、あいさつとふわふ

わ言葉があふれる学校を目指し、これからも活動

していきます。 

   ふわふわ言葉でみんな仲良し 
  笑顔あふれるさくらの子 

                     瀬谷さくら小学校さくらプロジェクト 
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 こんにちは、野口です。今日はさくらの子応援

隊という事でお話しさせていただきますが、さく

らの子応援隊というのは、算数サポート、モチモ

チ文庫、カナリヤ会などの教育支援を行っている

団体と学援隊の総称です。その応援隊の教育支援

活動ですけれども、やっていることは、 

［算数サポート］年間23回 34名 3、4年生 

［算数補充］年間11回 31名 4～6年生 

 子どもたちに大分顔を覚えられて、あまり慣れ

すぎてもどうかなという事で、苦労しています。  

［クラブ活動支援］年間7回 22名 4～6年生 

 私たちが手伝っているのは、マラソンと科学実

験と手芸、屋外運動ぐらいです。 

［図書ボランティア］第２,４月曜日 15名 

 この後、発表してもらいます。 

［モチモチ文庫］毎週金曜日 ６名 

 この後、読み聞かせをやっていただきます。 

［ウクレレ遊友会］年１回   

      10名 １、２年生 

［カナリヤ会］年１回  

      25名 ３、４年生 

［箏の会］年１回  

      10名 ６年生  

［盆踊り指導］３日 ４名 1年生 

 夏まつりに向けて1年生を対象に、籾山さん、

横田さん、大野さん、佐藤さんにお越しいただい

て、ご指導いただいています。 

［植栽指導］適宜 １名 

［１年生との交流会］３日 19名 

 最初の日は1年生から質問を受け、それに対し

て答える形で、2日目は昔遊びで、かるた、けん

玉、コマ回し、折り紙などをやりました。3日目

は、子どもたちからのお礼という事で、歌を歌っ

てもらったり、お礼のメッセージをもらったりし

ました。 

 [なたの使い方] 

 今年初めて、5年生を対象に実施しました。当

初、なたなんかあるかなと思いましたが、あるも

ので数丁が集まり、内山、河合両先生の下で、ま

き割りの勉強をしました。 

 [支援団体] 

 PTA、学援隊、交流会などがあり、これらの団

体からは、資金援助も頂いております。誠にあり

がとうございます。 

 こんにちは、諸橋です。 

 基本的な教科の算数で、疑問点が残ってしま

う、ついていけないという児童が、一部、残って

いるようなので、算数サポートや算数補充を始め

ることになりました。学習支援の方が大変多く応

募していただきまして、児童3～4名に1人ぐらい

のサポーターが、あるいは、算数補充では、児童

2人に支援者1人と、かなり個人的な学習のお手

伝いができるような状態になっています。参加し

ている児童は目を輝かせて、今日はどの方と勉強

できるのかなと、きょろきょろしています。やっ

てみると、時間があっという間に過ぎてしまう、

子どもたちもそうだと思うんですが。教室内では

大きな声が出て、たとえば、九

九で言いますと、2の段、3の

段、4の段と、合格すればシー

ルを張ってもらえると大喜び

し、ちょっと厳しいな、ついて

いけないなという時には、「じゃあ、今度の時ま

で頑張って家でやってくる」という事で、いい競

争意識が高まっている状態です。 

 高学年になりますと、基本的なかけ算の方で、

ちょっとまだ苦手な子がいるようで、学力の差が

大きくなってきているなという感じがしますけれ

ど、そういう子でも、「ここが分からない、ここ

はどうやるの」と支援者に質問するような状況も

  マンツーマンのお手伝いで充実した40分 
                    さくらの子応援隊部会 諸橋 茂夫 

   さくらの子の健やかな成長を願って 
                    さくらの子応援隊部会 野口 元 
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 こんにちは、学援隊長の馬場です。先ほど野口

さんからも説明がありましたが、隊員数145名と

いうのは、横浜でも、いや、全国でも例を見ない

規模で、大変誇りに思いますし、皆様のご活躍を

頼もしく思っております。隊員の老齢化も進んで

いる中で、毎日の登下校時や教育支援時に、子ど

もたちと接し、笑顔であいさつを交わすことが元

気の源になっています。これからも、身体に気を

付けて、頑張っていただきたいと思います。 

【隊員数】 

 ☆145名 

【活動内容】 

○登下校時の見守り 

 ☆校区内の通学路と周辺 

 ☆登校時・全日／下校時・週3回 

 ☆年間出動回数 320回 

 ☆年間出動延人数 13,900名 

○青パト巡回  

 ☆青パトでの校区内巡回 

 ☆登校時・週3回／下校時・週3回 

 ☆年間 延240回 480名  

○教育支援 

 ☆算数サポート、算数補充、クラブ活動支援、  

  1年生との交流などの中核になっている  

○アルミ缶収集と売却 

 ☆年間 約30万円 

○夏まつりの警備 

【活動効果】 

 ☆児童生徒・地域の防犯 

 ☆交通安全 

 ☆子どもと大人のふれあい 

  登下校時の挨拶 

  町中での挨拶と会話 

 ☆隊員相互、自治会相互のふ   

  れあい助け合い 

  防災、防犯 

 ☆児童が学校・地域・人間を 

  信頼し愛する心を育む 

 ☆隊員のやりがい・健康・喜び 

【1年間の航跡】 

 ☆25年11月15日 横浜市教育委員会から 

  交通安全功労団体として表彰される 

 ☆25年12月3日 瀬谷区薬師寺区長と懇談会 

 ☆26年1月7日 学援隊の2名が、瀬谷区いき 

  いき区民顕彰を受ける 

 ☆26年5月26日 瀬谷警察署長と懇談会 

 ☆26年8月 日本財団のヒアリング、その後、 

  青パト購入の補助金を受けることが決定、2 

  月には軽自動車の新車が納入される予定 

 ☆26年9月5日 神奈川県防犯協会、県警本部 

  から、感謝状を拝受 

 ☆26年11月13日 7年間活躍した青パトと   

  お別れ。（車検切れ、新車購入のため） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【さくらの子応援隊の展望】 

 「瀬谷さくら小学校」は人の輪を作り、住み良  

 い街作り、地域作りの中核となります。「さく  

 らの子応援隊」は、その実践部隊として活動し  

 ていきます。 

あります。支援者の方も、細かく1から10まで教

えるのではなく、あっていれば「○」、違ってい

れば、「どうやればいいかなあ」というようなこ

とで、子どもたちに再度考えさせたり、それでも

ダメな場合はヒントを出して、子どもたちが自分

で正答を出すように、お手伝いをしていただいて

いるようです。支援者の方は、どう言ったらわ

かってもらえるかなと、説明する時の悩みもあり

ますが、子どもたちも、わかろうという気持ち

が、傍から見ていても十分に感じられる、充実し

た時間が続いています。 

 これも、支援者の方々が大勢参加してくださる

からこそ出来る事ですので、もし今後、お時間が

ありましたら、支援者として、保護者の方も、ご

近所の方も学校へ来て頂ければありがたいと思い

ます。瀬谷さくら小学校の学力が、どんどん伸び

るとともに、楽しい学校生活ができるように、皆

さんのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

    住みよい街づくりの実戦部隊として                                                

                      学援隊長 馬場 勝己 

                      事務局  野口 元 
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私たち図書ボランティア『レインボースマイル』

は、“本と仲よく”を目標にし、第２、第４月曜日

の中休みに、絵本や紙芝居の読み聞かせをしていま

す。また、今年度より第２、第４金曜日の朝、朝読

書ということで、4年生や5、６年生の教室に、本の

読み聞かせに訪れています。そのほかの活動とし

て、学校図書館の本の整理整頓、学級文庫の整理、

入れ替え、季節ごとに壁面の飾りを変えたり、四季

の詩を選び掲示したり、といった活動を行っていま

す。今年度は特に、『利用しやすい学校図書館』を

目標にし、本の配列や整理に力を入れています。学

校図書館が、子どもたちにとって居心地のよい、笑

顔になれる場所になってほしいとの思いから、サー

クル名をレインボースマイルと名付けました。 

今年度のレインボースマイルは18名で活動を行っ

ていますが、お母さんだけでなく、お孫さんが通っ

ているのでという事で、男性の方も活動に参加して

います。主に図書室の本棚のリフォームなどを行っ

ています。 

当初は図書室の中で行っていた読み聞かせです

が、お話を聞きに来てくれる子どもたちが増えてき

て、本を借りたい子どもたちが通れず、狭くなって

きたため、今は隣の空き教室を使わせてもらい読み

聞かせを行っています。時には、大型の絵本や紙芝

居を読んだりします。静かで、ゆったりと落ち着い

て話が聞けるので、よかったです。 

利用しやすい学校図書館ということで、誰もが本

を探しやすくする

ために、一工夫し

ました。全国で統

一されている分類

番号を、低学年で

もわかりやすいよ

うに色分けをしま

した。その配置図

は図書館に入って

すぐの場所に、低

学年にもわかるよ

うな高さで貼って

あります。この夏

の推薦図書を一か所のコーナーにまとめ、子どもた

ちが探しやすいように、はまっ子読書コーナーの場

所を作りました。また、詩の本から季節に合った作

品を選び、作者の紹介とともに展示してあります。

先生方にも、

ご自分の好き

な本や、みん

なに読んでも

らいたい本を

選んでいただ

き、感想とと

もに紹介して

います。先生と同じ本を読むことによって、教室で

の会話が弾むことを期待しています。 

お話しが終わると、子どもたちと一緒に折り紙を

します。毎回、季節にあったものをと考えながら折

るものを選んでいます。読み聞かせに参加する子ど

もたちの中には、お話より折り紙を楽しみに！！な

んて子もいます。 

学校図書館の中の壁面飾りは、レインボースマイ

ルのメンバーが手作りで作成したものです。ぼろぼ

ろにならないようにパウチで加工したり、お花など

立体感のあるものはそのまま飾ってあります。７月

には、本物の笹と短冊を用意して、七夕の飾りも行

いました。メインとなる大きな壁面の飾りは、季節

ごとに毎月替えています。 

また、本は紙からできていて、紙は木からできて

いるという意味を込めて、図書室内には木をイメー

ジした飾りが、ところどころにあります。 

詩の本から季節に合った作品を選び、作者の紹介

と共に掲示しています。 

横浜市の推薦図書を一つのコーナーにまとめ、子

どもたちが探しやすいように『はまっこ読書コー

ナー』の場所も作りました。 

各教室の前にある学級文庫は、主に年度の初めで

すが、本の整理をしたり入れ替えをしたりしていま

す。たくさん読んでもらった本は、ぼろぼろになっ

てしまいますので、そのような本は、『リ・ブッ

ク・せや』の皆さんが、２か月に1回修理をしてくれ

ます。私たちレインボースマイルのメンバーも、教

わりながら、作業のお手伝いに参加していますが、

本を一度バラバラに分解し、また作り上げるという

作業は、いまだにドキドキします。  

以上が私たちレインボースマイルの活動です。こ

れからも子どもたちとのふれあいを大切にしなが

ら、笑顔のあふれる活動をしていきたいと思ってお

ります。 

     利用しやすい学校図書館に 
                 レインボースマイル 高見 加奈子 伊藤 綾子 永 尚子  
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 瀬谷さくら小学校はまっ子ふれあいスクール

は、旧下瀬谷小学校時代、平成5年に開設されま

した。平成22年に日向山小学校との再編続合に

伴い、瀬谷さくら小学校はまっ子ふれあいスクー

ルが誕生し現在に至るまで、児童の創造性、自主

性、社会性を養い、児童の健全育成を目的とし、

安全、安心な遊び場として活動を行ってまいりま

した。 

 近年、働く女性が増え、未就学から学齢期ま

で、切れ目のない支援が必要です。また、小学校

入学を機に仕事と育児の両立が難しくなる、いわ

ゆる「小1の壁」をなくすために、学齢期の留守

家庭児童への対応が求められます。そこで横浜市

は、放課後19時までに居場所を充実させるた

め、平成31年度までに、すべての小学校を、

「はまっ子ふれあいスクール」から「放課後キッ

ズクラブ」へ転換していく予定で

す。 

 当はまっ子ふれあいスクールは

上記の趣旨に基づき、平成27年

2月をもって開設21年間の幕を閉じ、平成27年

3月より「瀬谷さくら小学校放課後キッズクラ

ブ」へと転換します。 

 キッズクラブは、すべての児童の交流の場と、

留守家庭児童対応の場の役割を兼ね備えた、安全

で快適な放課後の居場所です。キッズクラブにな

ると、運営主体が運営協議会から法人に変わりま

すが、子どもたちは、ひきつづき参加できます。

なお、17時以降参加するお子さんについては、

登録をお願いすることになります。1、2月に保

護者説明会を行います。 

 
はまっ子 

ふれあいスクール 
放課後キッズクラブ   

開設時間 
月曜日～金曜日 放課後～18時 放課後～19時   

土曜日・学校長期休業日 9時～18時 8時30分～19時   

利用料    無料  
   17時まで 無料 
   17時～19時 月5000円 

（1回800円でも利用可） 
  

傷害見舞金 制度負担金 500円／年 500円／年   

おやつ代 なし 実費（100円程度）   

      21年間の活動に幕 キッズ化 
                      はまっ子部会 青木 俊太郎 

 「こんにちは、笠原と野口です。今日は、初め

て、1年生にどんな読み聞かせをしているか聞い

ていただきたいと思います。オタマジャクシの話

です。最近、オタマジャクシなんかどこにいるか

なって感じですが、そういう環境を大事にしたい

と思います」という前置きで、『おしゃれなオタ

マジャクシ』という大型絵本の読み聞かせをして

いただきました。笠原さんの語りは、プロの声優

を思わせる語り口で、思わず聞きほれてしまいま

した。毎週金曜日に聞かせているそうですが、 

子どもたちも金曜日が

待ちきれないのではな

いかと思いました。読

み聞かせは、また読書

とも違った想像を、読

み手によって掻き立て

られます。映像文化全盛時代に、子どもたちも貴

重な体験ができているのではないでしょうか。

ずっと続けてほしいと思います。（西村） 

おしゃれなオタマジャクシ 
                        モチモチ文庫 笠原さん 野口さん 
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学校運営協議会だより 
平成26年度・第2号 

平 成 2 6 年 1 1 月 2 8 日 
横浜市立瀬谷さくら小学校 
学 校 運 営 協 議 会 

発行責任者 

会 長  網 代 宗 四 郎 

編   集 

広 報 ・ 学 校 評 価 部 会 

 【編集後記】 

 今回はさくらの会特集という事で、各部会の発表を中心に掲載し、

ニュースなどは割愛させていただきました。これまで実施した主な活動

に関する情報や写真は、発表された記事の中に含まれておりますのでご

覧いただきたいと思います。 

 注目の、キッズの運営法人選定に関しましては、応募してきた5法人

のプレゼンテーションに、地域、PTA、学校の代表が参加し、意見を述

べています。最終的には区長が決めますが、選定経緯については、3号

で、ある程度お知らせできるのではないかと思っています（西村） 

 こんにちは、広報・学校評価部会の西村です。

PTAの太田会長と永副会長と一緒に活動していま

す。いつも広報活動についてお話していますの

で、今日は学校評価についてお話します。 

 学校評価というと上から目線で見るように受け

取られがちですが、そうではなく、3つの評価が

あります。職員による内部評価と児童と保護者へ

のアンケートによる評価、それに外部評価です。 

 校 長 先

生 か ら お

話 が あ り

ま し た よ

う に、学

校 に は 教

育 目 標 や

中 期 経 営

目 標 が あ

り ま す。

これらを実現するために、毎年重点実施項目

（P）も定められています。先生方は、授業や児

童指導、あるいは自身の研修会などを通して、こ

れ ら を 実 行（D）さ れ ま す。ま

た、これらが確実に実行された

か、自分たち自身（小グループ）

で振り返り（Ｃ）をされます。そ

の振り返りをもとに改善策をつく

り、それを実行(A)されます。こ

のPDCAを繰り返すことによって学校をよりよく

していく取組です。この振り返りこそが内部評価

で、アンケートの結果もここに加味されます。一

方、外部評価は、地域の人たちや中学校などの他

校、行政、その他、学校の外から見た評価です。

教育委員会なども入るかもしれません。学校運営

協議会委員には、地域の代表や学識経験者も入っ

ており、先生たちのPDCAに対していろいろ注文

をつけたりします。これが私たちの学校評価で

す。アンケートは年2回、学校評価も年2回、前

期と後期にそれぞれ実施されます。地域の人たち

へは学校運営協議会だよりを、年3回発行して、

学校評価についてもお知らせしていますが、地域

の人たちの意見を聞く機会がまだ少なく、これを

作ることが、今後の課題と思っています。 

学校評価について  
                     広報・学校評価部会 西村 快晴 

自分たちの命は自分たちで守る 
                    児童を災害から守る検討部会 網代 宗四郎 

 こんにちは、児童を災害から守る検討部会の網

代です。 

 児童の皆さんには、地震災害発生時に、自分の

命や家族、お友達の命を守る行動のとれる人に

なっていただきたいと思います。その為に、地震

災害に対する知識、判断能力を身に付けると共

に、訓練をしっかり行っていただく事が大切だと

考えております。 

 児童を災害から守る検討部会を開催して、秋季

防災訓練に向けて訓練のあり方について協議を致

しました。秋季防災訓練では、学校主催の避難訓

練の後に、地域の皆さんと一緒に各種訓練を熱心

に行っていただきました。 

 1年生から5年生までは緊急給水訓練を、ま

た、1年生から6年生までに煙体験をしていただ

き、さらに、6年生には、配給訓棟、避難場所区

割り訓練、初期消火訓練等も行っていただきまし

た。今後も、防災についてのお話を児童の皆さん

にしてまいりたいと思っております。 

 地域の皆さんや保護者の皆さんには、災害発生

時、児童の皆さんの命を守る為に適切なご指導や

保護を行って頂くよう、引き続きお願いしてまい

ります。 

 児童の皆さんが登下校時に発災した場合を想定

した安全確保について、学援隊の皆様とも連携、

協議をしてまいります。 


